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一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
為
替
相
場
の
変
動
等
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
け
る
子
女
教
育
手
当
予
算
を
支
給
対
象
子
女
数
（
同
予
算
に
お
い
て
約
千
二
百
名
と
想
定
し

て
い
る
。
）
で
除
す
る
と
、
一
人
当
た
り
月
額
約
四
万
九
千
円
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

「
在
勤
手
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
は
、
子
女
教
育
手
当
の
現
行
支
給
水
準
の
適
切
性
を
検
証
し
、
今
後
、
駐
在
国
の

教
育
事
情
や
在
外
勤
務
を
繰
り
返
す
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
で
、
や
む
を
得
ず
多
額
の
自
己
負
担
を
し
て
い
る
在
外

職
員
に
つ
い
て
の
あ
る
べ
き
対
応
方
法
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
結
論
を
得
た
と
こ
ろ
、
「
在
勤
手
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
在
勤
手
当
の
支
給
水
準
の
客
観
性
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
、
外
務

人
事
審
議
会
に
よ
る
勧
告
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二
十
三
年
度
の
予
算
額
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。一



五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
照
会
に
つ
い
て
は
、
例
年
十
月
頃
に
行
っ
て
い
る
。

二


